
1975.10.20-論壇-「覇権」問題の教訓　わかった日中関係の困難
さ　今週の日本
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討 を ���間ii日；持IH t 再 j本当い つ や問 。 らよのり内だち長だ日会

関と
成
功に
熱
意
を示して

いる
よう

だが、

と
れ
か
ら
E
念場を
迎える

日ソ関
係へ
の
配

慮
や国内
政
局の推
移
と

いっ
た
外在
的
条
件

を
別に
して
も 、
状
況は
かな
り厳し

い
よ

う

に
思
う 。

てい
る

よ
うに 、
「投降
主義｝
へ

の
批
判が

沸き
あ
がっ
て

いる
折柄 、
そ
のよ
う
な
「
玉

虫
色」
の解
釈
を相
手に
許
すこ
とが
そ
もそ

も
「役降
主義」
に
なる
で
あ
ろ
う
か
ら 、
こ

の
点
で
も
妥協の
余
地は
小さ

い。第二
に

わかった日
中関係の困難さ

ま
ず
第一
に 、「
「覇権』
反対は
平
和
諸
原

則
の一
つ」
と

いうわ
が
国
政・府
の当
面の
方

針
に
して
も 、
た
んに
中
国
に
おい
て
「
覇

権」
反対
が
即
何回に
ソ
修社会
帝
国
中議
へ

の

反
対
を
意
味
じ
て

いる
こ
とのた
め少品
な
ら

ず 、
最近

の
『
水
前伝』
批
判に
も
台恕さ
れ

は 、
最近

の
周
恩来首相の
健
康
状態
な
と
か

らする
活
動
の
低下に

よっ
て 、
中
国外
交の

い
わ
ゆる現
実主義
路
線が
少な
か

らず動認

して
いる

と
思わ
れる
こ
とで
ある

。
去る三

月の
北
京に
おける中
国外
交部
幹
部へ
の
江

脊
女史の
諮
穏

や去
る
五
月の
天
津に
お
ける

喬冠
一帯
外相の
演
環
日
中
友
好団体に
たい

する
最
近

の
張
香山講
話な
ど 、

い
ず
れ
も
革

命
外
交の
復活
を恩わ
せる
トー
ン
で
貫か
れ

て
いる

。喬冠
撃
外相に
して
も 、
冗0年代

か
ら周
恩
来首相
の部
下

だと
いわ
れて

い
る

が、
霞
外相
自
身

v

f1

1111
1－

の
講
話か
らす
れ

輔
、

氏

一F

ば 、
周
首
相
とは

機
械
縦

一〆

木
誌に
肌
合

い

齢
鴻

一

の
遇う
原
則
主
義

購句
判

一

者
だとの
印
象
を

苅

一

強
く受
ける

。

い
ず
れ
に
せ

よ 1
日中

交渉の
前
途は
厳し

い
で
あ
ろう

。

だが、
今
回の
臼
申
交渉に
か
んし 、
宮
沢
外

相
が
「こ
ちらの
言い
たい
こ
とは
すべ
て言

い
尽
く
し
た 。
こ
れ
以上なに
も

いう
こ
とは ，

な
い」

と
記
者会
見
で
諮っ
て

いる
よ

うに 、

「すべ
て
を言

い尽くす」
こ
とこ
そ現
段階

の
日
中
関
係に
おい
て
必
要
な
こ
とな
ので
あ

り 、
また
宮
沢外相
で
あ
ればその
よう
な
責

務
を
果
たし
得
たで
あろう

。と
の
意
味
で

は 、
形
の
う
え
での
妥協
以上に
収穫
の
多

い

会
談で
あっ
たと
恩わ
れる

。

－」－
puて、
日
中
交渉の
ボ
i

ルは 、
中
国

側に
あ
ず
けら
れたの
で
ある
が、
想え
ば
昨

年の
今
頃
は 、
政府・
外
務
省も
マ
スコ
ミ 一

も 、
日
中
平
和
条約
は
す
ぐに
で
も
締
結で
き

る
と
考え
て

い
たの
で
あ
り 、
そ
もそ
も
臼
中

国交樹立
の
際

の
共同
声
明に・「
璃権」
条
項

が
入っ
て

い
たときに
は 、
そ
の
含む
重
大な

意
味に
まっ
た
く
ぎ
かな
かっ
た
ので
ある

か
ら ー
たとえ
交渉は
凍
結
さ
れて
も 、
日
中

関
係とは
なに
か
を
初めて
本

当に
考える

よ

う
に
なっ
たと

いう点
で 、
わ
が
国が
得
た
教

訓は
絶
大な
も
ので
ある

。こ
う
して
日

中醐聞

係
の
衰の
困難さ
が 、

よ
う

やく
認識さ
れる

よ
うに
なっ
た
ので
あ
る

。


